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新
米
の
季
節
に

炊
き
た
て
の
白
米

の
甘
み
、
旨
味
を

噛
み
し
め
る
▽
茶

碗
に
付
い
た
ご
飯
粒
か
ら
、

小
さ
い
頃
に
祖
母
か
ら
言

わ
れ
た
『
ひ
と
粒
で
も
無

駄
に
し
て
は
ダ
メ
で
す
よ
』

が
聞
こ
え
て
く
る
▽
私
事

だ
が
、
毎
年
実
家
の
兄
夫

婦
は
、
子
ど
も
達
、
兄
弟
、

甥
姪
、
伯
父
叔
母
、
友
人

ら
に
、『
少
し
だ
け
ど
』
と

新
米
を
送
っ
て
い
る
▽
得

て
し
て
、
人
は
手
づ
く
り

品
を
上
げ
る
時
、
謙
遜
し

が
ち
だ
が
、
手
間
暇
の
プ

ロ
セ
ス
は
「
時
は
金
な
り
」

で
あ
る
▽
何
よ
り
自
家
製

に
は
、
そ
の
人
な
ら
で
は

の
温
か
な
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。（
紫
水
）

記者手帳

真
岡
税
務
署
長
に「
酒
々
楽
大
使
」委
嘱

県
酒
造
組
合
が
地
酒
Ｐ
Ｒ
に
と

横
の
糸
を
紡
ぐ
真
岡
木
綿

の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
。
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
安

全
・
安
心
の
拠
点
、
環
境

へ
の
配
慮
な

ど
５
つ
の
基

本
方
針
を
掲

げ
て
い
る
。

石
坂
市
長
は

式
辞
で
「
市

の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
し

て
、
新
庁
舎

を
核
に
街
の

賑
わ
い
を
創

出
し
て
い
き

た
い
」
と
述

べ
た
。

　
㈱
神
戸
製

鋼
所
真
岡
製

造
所
、
㈱
コ

ベ
ル
コ
パ
ワ
ー
真
岡
、
神

和
ア
ル
ミ
工
業
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
ア
ル
ミ
合
金
製
の

イ
チ
ゴ
型
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
除
幕
・
封
入
式
も
行

わ
れ
、
同
市
台
町
の
公
務

員
嶋
田
貴
弘
さ
ん
（
32
）、

歩
美
さ
ん
（
33
）、
硯
斗

く
ん
（
５
ヶ
月
）
親
子
が

「
20
年
後
の
わ
が
子
へ
の

手
紙
」
代
表
者
と
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
封
筒

を
投
函
し
た
。

　
市
が
令
和
２
年
度
の
新

生
児
に
向
け
た
手
紙
を
募

集
し
た
も
の
で
、
硯
斗
く

ん
が
市
内
で
令
和
２
年
度

最
初
に
生
ま
れ
た
こ
と
か

ら
嶋
田
さ
ん
親
子
が
選
ば

れ
た
。
歩
美
さ
ん
は
「
20

年
後
ど
ん
な
世
の
中
に

な
っ
て
い
る
か
想
像
し
な

が
ら
手
紙
を
書
い
た
。
今

は
育
児
に
追
わ
れ
大
変
だ

け
ど
20
年
後
家
族
で
一
緒

に
手
紙
を
読
む
日
を
楽
し

み
に
育
児
を
頑
張
り
た

い
」
と
将
来
に
期
待
を
膨

ら
ま
せ
た
。
タ
イ
ム
カ
プ

セ
ル
は
１
階
ロ
ビ
ー
に
展

示
さ
れ
、
20
年
後
に
開
封

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

２
面
に
市
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
。

７
７
０
平
方
㍍
。
外
観
は

「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
紡
ぐ
市
庁
舎
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
、
縦
の
糸
と

基
礎
免
震
構
造
を
採
用

し
、
延
べ
床
面
積
１
万
３

　
新
庁
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
５
階
建
て
、

　
真
岡
市
新
庁
舎
竣
工
記
念
式
典
は
９
月
13
日
、
同
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
で
、
来
賓
に
福

田
富
一
県
知
事
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
ら
を
迎
え
、
石
坂
真
一
市
長
、
田
上
富
男
教
育
長

な
ど
関
係
者
約
80
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。
新
庁
舎
は
23
日
に
開
庁
し
た
。

新庁舎核に街の賑わい創出

市の新たなシンボルとして

真岡市新庁舎が開庁

JA 共済
3段

式典ではテープカットとくす玉開被が同時に行われた

嶋
田
さ
ん
親
子（
左
）と
石
坂
市
長

　
県
酒
造
組
合
（
尾
崎
宗

範
会
長
）
は
９
月
17
日
、
真
岡
市
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ

ン
静
風
で
、
真
岡
税
務
署

の
谷
田
川
成
揮
署
長
に
、

本
県
の
地
酒
「
と
ち
ぎ
の

酒
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
酒
々

楽
大
使
」
の
委
嘱
状
を
交

付
、
外
池
茂
樹
理
事
か
ら

委
嘱
状
と
大
使
の
名
刺
が

手
渡
さ
れ
た
。

　
同
組
合
は
、
毎
年
県
内

の
全
８
税
務
署
の
署
長
に

大
使
を
委
嘱
し
て
い
る
。

委
嘱
を
受
け
た
署
長
ら

は
、
折
に
触
れ
て
栃
木
の

地
産
地
消
、
日
本
酒
で
乾

杯
提
唱
、
首
都
圏
に
お
い

て
北
関
東
の
銘
酒
「
と
ち

ぎ
の
酒
」
に
つ

い
て
話
題
に
し

盛
り
上
げ
る
広

報
大
使
を
務
め

る
。
任
期
は
１

年
。

　
委
嘱
を
受
け

た
谷
田
川
署
長

は
、「
管
内
の

酒
蔵
は
、
良
い

成
績
を
上
げ
て

い
る
。
全
酒
味

わ
っ
た
が
と
て

も
お
い
し
い
。
今
後
、
来

庁
者
や
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
名
刺
を
渡
し
、
と
ち
ぎ

の
酒
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
」
と
語
っ
た
。

　
委
嘱
交
付
後
、
芳
賀
地

区
の
惣
誉
酒
造
株
式
会
社

（
河
野
遵
代
表
取
締
役
社

長
）、
株
式
会
社
辻
善
兵

衛
商
店
（
辻
寛
之
代
表
取

締
役
）、
株
式
会
社
外
池

酒
造
店
（
外
池
茂
樹
代
表

取
締
役
社
長
）
の
３
蔵
主

催
で
情
報
交
換
会
が
行
わ

れ
、
関
東
信
越
国
税
局
、

真
岡
税
務
署
、
芳
賀
小
売

酒
販
組
合
な
ど
関
係
者
が

出
席
し
て
意
見
を
交
し

た
。

　
酒
造
店
側
か
ら
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
の
消
費
状
況
と

酒
造
り
の
取
り
組
み
方
、

酒
米
の
需
要
と
供
給
の
関

係
、
技
術
継
承
の
重
要
性

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

や
提
案
が
発
表
さ
れ
た
。

出
席
者
ら
は
今
後
の
酒
造

業
界
に
お
け
る
課
題
を
模

索
し
た
上
で
、
芳
賀
の
地

酒
の
さ
ら
な
る
振
興
に
向

け
て
邁
進
し
た
い
と
意
を

新
た
に
し
て
い
た
。

さ
さ
ら

左から辻社長、河野社長、委嘱状を手にする谷田川署長、外池社長

芳
賀
地
区
３
蔵
と
の
懇
話
会
で
更
な
る
振
興
図
る
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新
庁
舎
建
設
の
コ
ン
セ

プ
ト
は

　
ま
ず
一
つ
は
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
で
す
。
１
階

に
窓
口
部
門
を
集
約
し
、一

列
に
カ
ウ
ン
タ
ー
を
並
べ

た
の
で
一
目
で
分
か
り
や

す
い
配
置
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
正
面
入
口
に

真
岡
市
の
新
庁
舎
開
庁

石
坂
市
長
に
聞
く

　
朝
・
夕
の
涼
し
い
空
気

に
、
秋
の
気
配
を
感
じ
ら

れ
る
今
日
こ
の
頃
。
ゆ
っ
く

り
お
風
呂
に
浸
か
っ
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
た
く
な
る
季

節
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、Ｌ

Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
高
級
バ
ス

ル
ー
ム
「
ス
パ
ー
ジ
ュ
」
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

　
一
番
の
魅
力
は
、
お
う
ち

で
肩
湯
・
打
た
せ
湯
等
が

楽
し
め
、
高
級
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
気
分
を
満
喫

で
き
る
こ
と
！

首
か
ら
肩
に
お

湯
を
ま
と
う
か

の
よ
う
な
新
感

覚
の
肩
湯
、
身

も
心
も
解
き
ほ

ぐ
し
て
く
れ
る

打
た
せ
湯
、
爽
快
感
た
っ

ぷ
り
の
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド

シ
ャ
ワ
ー
、
そ
の
ど
れ
も
が

か
つ
て
な
い
く
つ
ろ
ぎ
へ
と

導
い
て
く
れ
ま
す
。

　
特
に
、
肩
湯
は
頸
ま
わ

り
を
あ
た
た
め
て
血
行
を

促
進
！
美
容
に
も
健
康
に

も
効
果
的
と
く
れ
ば
、
さ

ら
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

　
浴
槽
タ
イ
プ
も
様
々
。

オ
プ
シ
ョ
ン
で
映
像
や
音

楽
を
楽
し
む
こ
と
も
。
家

ご
も
り
の
日
々
に
、
新
た

な
楽
し
み
を
見
つ
け
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
？

10
月
末
迄
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
実
施
中
。
乾
燥
機
や

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
、
嬉
し
い

特
典
つ
き
！
お
風
呂
の
リ

フ
ォ
ー
ム
は
数
日
か
か
る

た
め
、
寒
さ
が
本
格
化
す

る
今
が
チ
ャ
ン
ス
！

　
詳
し
く
は
ア
サ
ヤ
マ
リ

フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
／
真

岡
市
中
１
０
１―

８
で

０
１
２
０
・
９
７
３
・
８
９

１
／
営
業
時
間
10
〜
18
時

／
毎
週
水
曜
定
休
／
Ｈ
Ｐ

は「
ア
サ
ヤ
マ
リ
フ
ォ
ー
ム
」

で
検
索

ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
気
分
！
高
級
バ
ス
ル
ー
ム
「
ス
パ
ー
ジ
ュ
」

10 月末までキャンペーン中

　
真
岡
市
役
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し
９
月
23

日
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
新
庁
舎

に
つ
い
て
石
坂
真
一
真
岡
市
長
に
聞
い
た
。

総
合
案
内
を
設
け
る
と
と

も
に
、
利
便
性
が
向
上
す

る
窓
口
呼
び
出
し
シ
ス
テ

ム
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配

慮
し
た
相
談
室
も
設
置
し

ま
し
た
。
ま
た
、
１
階
に
は

休
憩
、
市
政
情
報
発
信
や

打
ち
合
わ
せ
な
ど
が
で
き

る
市
民
ロ
ビ
ー
、
２
階
に

は
イ
ベ
ン
ト
に
も
利
用

で
き
る
テ
ラ
ス
や
市
民

プ
ラ
ザ
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
３
、
４
階
に
は

市
民
を
対
象
に
有
料
で

使
用
で
き
る
会
議
室
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

―

免
震
構
造
を
採
用
す

る
な
ど
安
全
面
に
も
考

慮
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね

　
災
害
時
に
庁
舎
機
能
を

維
持
す
る
た
め
の
設
備
を

十
分
に
備
え
、
災
害
復
興

の
拠
点
と
し
て
市
民
の
安

全
、
安
心
を
守
る
さ
ま
ざ

ま
な
設
備
を
整
備
し
ま
し

た
。
そ
し
て
庁
舎
内
に
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
開

設
し
、
災
害
時
に
は
市
民

の
安
全
を
第
一
に
素
早
く

情
報
を
発
信
し
ま
す
。
古

い
庁
舎
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
な
く
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
庁
舎
は
誰

で
も
使
い
や
す
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

―

環
境
へ
の
配
慮
と
は

　
新
庁
舎
で
は
１
階
市
民

ロ
ビ
ー
の
照
明
を
ま
か
な

う
規
模
の
太
陽
光
発
電
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
中
熱
を
空
調
の
熱
源
に

利
用
し
た
り
、
雨
水
を
ト

イ
レ
の
洗
浄
水
に
利
用
し

た
り
す
る
な
ど
、
環
境
に

や
さ
し
い
庁
舎
と
し
て
い

ま
す
。

―

市
民
に
向
け
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

　
こ
れ
ま
で
の
真
岡
市
の

庁
舎
は
築
63
年
で
市
の
本

庁
舎
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
建
物
で
は
、
県
内
で

一
番
古
い
庁
舎
に
な
り
ま

す
。
市
民
の
皆
様
は
長
年

真
岡
市
の
歴
史
を
築
い
て

き
た
こ
の
庁
舎
に
愛
着
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
旧
庁

舎
の
解
体
、
外
構
工
事
が

全
て
終
了
す
る
の
は
令
和

４
年
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
工
事
が
終
わ
る
ま

で
、
新
庁
舎
へ
の
出
入
り

な
ど
で
ご
不
便
を
か
け
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
新
し
い
市

役
所
を
多
く
の
皆
様
に
ご

利
用
い
た
だ
き
、
新
た
に

市
民
の
憩
い
の
場
、
ま
た

利
活
用
し
や
す
い
庁
舎
を

め
ざ
し
、
庁
舎
で
働
く
職

員
一
同
、
心
を
新
た
に
し

て
市
政
発
展
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
は
是
非
、
新
庁
舎
に

親
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
連
合
栃
木
芳
賀
地
域
協

議
会
（
廣
沢
知
裕
議
長
）

は
９
月
５
日
、
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
路
上
の

ゴ
ミ
な
ど
を
拾
う
清
掃
活

動
を
行
っ
た
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

毎
年
、
組
合
員
と
そ
の
家

族
ら
約
２
５
０
人
が
参
加

し
て
、真
岡
、益
子
、茂
木
、

市
貝
、
芳
賀
の
１
市
４
町

で
一
斉
に
行
い
、
今
年
で

30
回
目
。
今
年
は
、
コ
ロ

ナ
禍
と
あ
っ
て
規
模
を
縮

小
し
、
協
議
会
役
員
と
一

部
の
組
合
員
30
人
で
真
岡

市
テ
ク
ノ
通
り
側
道
の
清

掃
を
行
っ
た
。

　
側
道
は
、
人
目
に
つ
か

な
い
場
所
で
、
弁
当
の
空

容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
ポ
イ
捨
て
の
ゴ
ミ
の

ほ
か
不
燃
物
も
散
乱
し
、

参
加
者
は
、
草
の
茂
み
に

も
足
を
入
れ
て
拾
い
集
め

た
。

　
芳
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
は
、
経
済
的
に
困
っ
て

い
る
世
帯
に
、
町
民
な
ど

か
ら
寄
付
の
あ
っ
た
米
や

寄
付
金
で
購
入
し
た
レ
ト

ル
ト
食
品
な
ど
の
食
べ
物

を
無
償
で
定
期
的
に
提
供

す
る
フ
ー
ド
バ
ン
ク
定
期

利
用
を
８
月
か
ら
開
始
し

た
。

　
町
民
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
休
業
や
失
業
し
た
人

も
い
て
フ
ー
ド
バ
ン
ク
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
。

利
用
者
の
多
く
は
継
続
的

な
支
援
が
必
要
だ
が
、
自

分
か
ら
連
絡
し
食
料
を
も

ら
う
こ
と
に
抵
抗
を
感
じ

て
い
る
人
も
い
る
。
そ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
月

２
回
の
定
期
利
用
に
す
る

こ
と
で
、
１
度
の
申
込
み

で
定
期
的
に
食
料
が
も
ら

え
、
利
用
し
や
す
く
な
る

の
で
は
な
い
か
と
フ
ー
ド

バ
ン
ク
定
期
利
用
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
食
品
の
箱
詰
め
作
業
は

芳
賀
町
日
赤
奉
仕
団
（
武

藤
八
重
子
委
員
長
）
が
月

１
回
協
力
し
て
い
る
。
武

藤
委
員
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
困
っ
て
い
る
人
が
多
い

中
で
、
奉
仕
団
と
し
て
も

少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い

と
思
い
協
力
さ
せ
て
も

ら
っ
た
」
と
話
す
。

　
芳
賀
町
建
設
業
協
会

（
戸
祭
康
夫
会
長
、
12
社
）

は
９
月
８
日
、
芳
賀
町
に

50
万
円
を
寄
付
し
た
。
戸

祭
会
長
ら
が
芳
賀
町
役
場

を
訪
れ
、
見
目
匡
町
長
に

目
録
を
手
渡
し
た
。

　
戸
祭
会
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。
見

目
町
長
は
「
町
民
の
た
め

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
。

テ
ク
ノ
通
り
側
道
を
清
掃

芳
賀
地
協
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

テクノ通り側道のゴミを拾う参加者

参加者と拾い集めたゴミ

目録を手渡す戸祭会長（右から３番目）

箱詰めをする芳賀町日赤奉仕団

コ
ロ
ナ
対
策
で
町
に
50
万
円
寄
付

芳
賀
町
建
設
業
協
会

フ
ー
ド
バ
ン
ク
定
期
利
用
を
開
始

芳
賀
町
社
協
が
８
月
か
ら

ホームページ
はこちら



第 1818 号(3)　　令和2年9月25日 (金)

「
梅
原
龍
三
郎
と
藤
田
嗣
治
展
」開
催

読
者
５
人
に
ペ
ア
招
待
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

料
理
と
酒
が
豊
富
な
大
衆
居
酒
屋

真
岡
市
並
木
町
　
居
酒
屋
艫

　
居
酒
屋
と
言
え
ば
『
艫
』

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
地
元
に

密
着
し
た
お
店
の
一
つ
。

30
周
年
を
迎
え
、
10
月
１

〜
10
日
ま
で
、
生
ビ
ー
ル

を
半
額
で
提
供
す
る
。

　
玉
子
焼
き
や
砂
肝
揚
げ

な
ど
、
低
価
格
で
豊
富
な

メ
ニ
ュ
ー
を
ご
用
意
。
日

本
酒
と
焼
酎
が
豊
富
に

揃
っ
た
人
気
の
大
衆
居
酒

屋
。
味
・
料
金
・
気
軽
に

入
れ
て
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

店
の
雰
囲
気
も
共
に
明
る

く
好
評
。
宴
会
料
理
は
１

５
０
０
円
よ
り
予
算
に
応

じ
て
い
る
。
ま
た
４
名
以

上
で
予
約
す
れ
ば
、
サ
ラ

ダ
を
サ
ー
ビ
ス
し
て
い

る
。
飲
み
放
題
10
名
様
以

上
で
予
約
受
付
。

（
問
）
真
岡
市
並
木
町
２

―

20―

11
☎
０
２
８
５
・

82
・
５
０
４
２
／
営
業
17

〜
24
時

30周年 　
芳
賀
町
東
水
沼
の
矢
口

マ
サ
さ
ん
（
85
）
は
こ
の
ほ

ど
、
永
年
に
わ
た
る
更
生

保
護
活
動
が
認
め
ら
れ
、

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
矢
口
さ
ん
は
平
成
４
年

に
芳
賀
町
更
生
保
護
女
性

会
会
員
と
な
り
同
16
年
か

ら
４
年
間
会
長
を
務
め
、

現
在
に
至
る
。
学
童
保
育

の
食
事
作
り
や
、
大
人
を

対
象
と
し
た
茶
道
愛
好
会

に
は
希
望
す
る
幼
児
や
小

学
生
も
参
加
さ
せ
て
活
動

を
行
っ
て
き
た
。

　
茶
道
教
室
で
は
、
お
も

て
な
し
の
心
を
伝
え
る
と

い
う
信
念
で
、
自
分
の
茶

道
具
を
毎
回
会
場
に
運
び

子
ど
も
達
に
は
「
難
し
く

考
え
て
作
法
を
覚
え
な
く

て
い
い
の
よ
。
暑
い
日
に
は

さ
わ
や
か
な
お
茶
を
、
寒

い
日
に
は
あ
た
た
か
い
お

茶
を
、
こ
れ
が
思
い
や
り
の

心
な
の
」
と
や
さ
し
い
口

調
で
語
り
か
け
て
い
る

う
ち
に
、
子
ど
も
達
の

生
活
態
度
が
変
わ
っ
て

い
く
様
子
が
見
ら
れ
た
。

　
矢
口
さ
ん
は
「
感
謝

状
は
会
員
全
員
で
頂
い

た
も
の
。
子
ど
も
達
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
な
か
で
、
環
境

を
整
え
て
犯
罪
の
道
に
進

ま
な
い
よ
う
支
援
す
る
と

と
も
に
、
大
人
自
身
も
相

手
に
対
す
る
や
さ
し
さ
と

心
く
ば
り
の
日
々
を
送
る

こ
と
が
大
切
」
と
ほ
ほ
笑

ん
だ
。

　
芳
賀
町
更
生
保
護
女
性

会
（
関
口
和
枝
会
長
）
の

今
年
度
会
員
は
70
人
。
県

内
で
も
大
所
帯
で
、
母
性

愛
の
精
神
を
持
っ
て
子
育

て
支
援
や
地
域
の
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ふ
み
の
森
も
て
ぎ
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー
こ
も
れ
び
で
、

茂
木
町
在
住
の
土
井
直
美

さ
ん
に
よ
る
、
世
界
の
遺

　
笠
間
日
動
美
術
館
（
笠

間
市
笠
間
）
は
10
月
３
日

（
土
）
〜
12
月
13
日
（
日
）、

「
梅
原
龍
三
郎
と
藤
田
嗣
治

FRANCE
JAPON

」
を
開

催
す
る
。

　
奔
放
な
筆
さ
ば
き
と
壮

麗
な
色
彩
で
知
ら
れ
る
梅

原
龍
三
郎
と
繊
細
優
美
な

「
乳
白
色
の
裸
婦
」
を
描
い

た
藤
田
嗣
治
。
日
本
で
洋

画
教
育
を
受
け
た
２
人
は

20
世
紀
初
頭
に
渡
仏
し
梅

原
は
ル
ノ
ワ
ー
ル
や
ル

オ
ー
、
藤
田
は
エ
コ
ー
ル
・

ド
・
パ
リ
の
画
家
た
ち
と

出
会
い
、
梅
原
は
岩
絵
具

を
、
藤
田
は
日
本
の
筆
と

墨
を
油
彩
画
に
取
り
入
れ

る
技
法
を
確
立
し
た
。
本

展
で
は
、
２
人
の
作
品
及

び
彼
ら
が
傾
倒
し
た
画
家

や
影
響
を
及
ぼ
し
あ
っ
た

画
家
た
ち
の
作
品
を
展
示
。

開
館
９
時
30
分
〜
17
時
。

月
曜
休
館
。
入
館
料
は
大

人
１
０
０
０
円
、
65
歳
以

上
８
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
７
０
０
円
。
小
・
中

学
生
無
料
（
問
）
同
館
☎

０
２
９
６
・
72
・
２
１
６
０

　
真
岡
新
聞
読
者
５
人
に

ペ
ア
招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
。
希
望
者
は
ハ
ガ
キ
に

〒
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、

〒
３
２
１―

４
３
０
５

真
岡
市
荒
町
３―

45―

２
真
岡
新
聞
社
「
梅
原

龍
三
郎
と
藤
田
嗣
治
展
」

係
ま
で
。
９
月
30
日
締

切
。

笠間日動美術館オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
《
ア
ネ

モ
ネ
》
１
８
９
８
年

　個
人
蔵

9/25～10/4
「
私
の
好
き
な
切
り
絵
の

世
界
」展
ふ
み
の
森
で

跡
や
日
本
の
寺
社
仏
閣
な

ど
の
模
様
や
絵
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
切
り
絵
の
作
品

約
50
点
を
展
示
。
９
〜
17

時（
最
終
日
14
時
迄
）（
問
）

ふ
み
の
森
☎
０
２
８
５
・

64
・
１
０
２
３

矢
口
さ
ん（
芳
賀
町
）が
法
務
大
臣
感
謝
状
受
賞

茶
道
教
室
な
ど
永
年
の
活
動
で

矢口さん（前列中央）と会員

真
岡
Ｉ
Ｃ

ガ
ス
ト

元
気
寿
司

な
か
卯

御養卵の月見わんぱくサンド
秋の行楽に持って行きたくなる
ちょっと贅沢なサンド

マロンマロン、さつまいもソイマージュ、
スイートポテト、アップルデニッシュ、パン・
オ・レザン

　「ヤバイ ! クセ
に な る !」甘 味
と塩気が絶妙！

ピーナッツ塩パン

　当 店 製 造 グ ル ー プ の 自 信
作！水と砂糖を一切使わず北
海道産の牛乳、生クリーム、
バターとまろやかな甘みのハ
チミツを使用。まずは！ちぎっ
て食べてみてください。耳ま
で柔らかなクセになる食パン。

高級生食パン「柔」

　レスキュールバターというフラ
ンスで AOC 認証された高級発酵
バターを使用。一度食べたら忘れ
られないリッチな味わい。

クロワッサン
クレール

　パン屋にしか
作 れ な い ヘ ル
シー豆乳生地の
も っ ち り ま ん
じゅう。

真岡ピーナッツまんじゅう

地元名産のピーナッツを
ふんだんに使ったパン達

目玉商品

新商品

真岡市上高間木 2-17-1　☎0285-80-8155

　高級卵の「御養卵」を使用した
サンド。食パンにぎっしりと詰め
込まれた地元産の新鮮野菜と自家
製人参ラペは食べ応え抜群！

８:30～18:30　毎週火曜定休
駐車場完備

　
５
周
年
を
迎
え
た
オ
ラ
ン
ジ
ュ

ク
レ
ー
ル
！
「
ち
ょ
っ
と
ぜ
い
た

く
！
ち
ょ
っ
と
オ
シ
ャ
レ
！
」
が

コ
ン
セ
プ
ト
の
パ
ン
達
は
ど
れ
も

個
性
派
揃
い
‼
地
元
を
愛
し
！
地

元
の
食
材
を
愛
し
！
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ

な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
心
を
込
め
て
作
っ
て

い
る
。
ど
れ
を
食
べ
よ
う
か
選
ぶ

幸
せ
！
そ
し
て
食
べ
た
時
の
幸

せ
！
そ
ん
な
〝
し
あ
わ
せ
〞
を
食

卓
に
お
届
け
し
ま
す
。

ベーカリーオランジュクレール

芳賀町役場

JAはが野

ロ
マ
ン
の
湯

役
場
前

69

　道の駅はが内にある地元のおいしいパ
ン屋さん『エムズベーカリー』から秋の新
作パンの情報をお届け。
　ベーコンチーズサンドは大きなベーコン
とクリームチーズがバケットとの相性抜群
で満足の一品。ベーコンと夏野菜のピザは
やわらかい生地と夏野菜の甘味が絶品。ラ
イ麦チーズはチーズをふんだんに使った
贅沢な一品。ホイップコーヒーあんは程よ
い甘さがクセになり、渋皮栗のブレットは
しっとりしたパンと渋皮栗の甘さが心地良
いちょっぴり大人な味わいでどれもこの季
節にぴったり。ぜひご賞味ください。

道の駅はがのパン屋さん
豊富な種類でみんな笑顔に

エムズベーカリー
芳賀町祖母井 842-1　☎028-677-6116

9:00 ～17:00
水曜定休

渋皮栗のブレット　720円
ハーフ　360円

ライ麦チーズ　200円

ホイップコーヒーあん
　　　　　　 150円

ベーコンと夏野菜のピザ　210円
ベーコンチーズサンド
210円

益子町益子 3527-7　☎0285-72-9210

和風カフェレストラン益子の茶屋
栗
崎

121

294

町民会館
益子中

清
浄
寺

道祖土ばいぱす通り

　カフェレストラン益子の茶屋では、秋
限定のスイーツやランチがおすすめ。和
栗のモンブラン、シャインマスカットな
どの葡萄やいちじくのスイーツなど季節
のフルーツ果実を使ったものは日替わり。
定番のカボチャプリン、チーズケーキな
ども人気だ。益子焼のカップで楽しむド
リンクバーと一緒に秋のカフェ時間が楽
しめます。スイーツはテイクアウトも対
応しております。

秋限定のカフェスイーツで癒しの時間

10:00 ～16:30
（LO16:00）
月曜定休
※祝日の場合火曜休み

石窯で焼きあげる
極上のパンをめしあがれ

　全国でも珍しい、石窯です
べてのパンを焼きあげるベー

カリー『パンデスマイル』。 
　自家製カリッとカレーパン
や特製ミックスサンドなど定
番人気メニューのほか、新メ
ニューも続々登場。平日ラン
チタイムのドリンクサービスも
嬉しい。食パンの回数券も大
好評販売中。テラスでは愛犬
と一緒に過ごせます。食欲の
秋、美味しさにこだわった焼き
たてパンはいかがですか？

Pan de Smile
真岡市下高間木 2-8-1　☎0285-83-6200

9:30～18:30
月曜定休
※祝日含む

　道の駅はが内にある地元のおいしいパ
ン屋さん『エムズベーカリー』から秋の新 秋限定のカフェスイーツで癒しの時間

道
の
駅
も
て
ぎ

茂
木
高
校

茂木警察署

セブンイレブン茂木増井

51

ツインリンクもてぎ→

123
至
市
貝

至
茨
城

　絵本を中心とした書籍コーナーや地元の和菓子屋さんの商
品、手芸作家さんの作品が店頭に並ぶ楽しいお店。店の一角は
地元パンコーナーになっており、現在は『ひなたベイク』『栗田
製パン』『シマダヤ』の商品が並ぶ名物コーナーになっていて
限定品も多く根強いファンが多い。お気に入りのパンとの出会
いがあるかも♪
　パンに限らず多種多様な業種と定期、単発を問わずコラボ募
集中！

一風変わったコンビニ
SHOP　STEP-1

SHOP STEPｰ1
茂木町増井 211-1　☎0285-63-2742（㈱秀建設計内）

6:00～20:30
定休日：元旦

クルミチーズパン /160 円
ベイクドチーズケーキ /280 円
ベイクマちゃん /250 円

ひなたベイク

カステラパン夏 /140 円
チョコロール /150 円
アップルパイ /180 円

栗田製パン

チキンサンド /350 円
チーズフォンデュ/220 円
ゴマフランス /110 円

シマダヤ
チキンサンド /350 円
チーズフォンデュ/220 円
ゴマフランス /110 円

シマダヤ

↑↓

Bakery & Sweets 特集
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芳
賀
町
祖
母
井
の
な
な

い
ろ
英
語
教
室
で
は
、
無

料
体
験
レ
ッ
ス
ン
を
随
時

受
付
中
（
〜
10
月
末
）。

　
現
在
、
年
少
か
ら
大
学

生
ま
で
の
生
徒
が
在
籍

し
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
、

ゆ
い
の
杜
や
真
岡
か
ら

通
う
生
徒
も
増
え
て
い

る
。

　
同
教
室
の
特
徴
は
、

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
or
少
人

数
制
。「
Ａ
君
は
リ
ス
ニ

♪
ピ
ア
ノ
♪

　
幼
児
〜
大
人
、
初
心
者
・

上
級
者
ま
で
一
人
ひ
と
り

に
あ
っ
た
レ
ッ
ス
ン
を
提

案
し
ま
す
。

♪
声
楽
♪

　
発
声
、童
謡
、歌
曲
な
ど
、

一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

♪
ソ
ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
♪

　
音
楽
理
論
、
視
唱
、
聴

音
な
ど
、
基
礎
か
ら
学
べ

ま
す
。

　「
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
限
ら

ず
、
映
画
・
ア
ニ
メ
・Ｃ

Ｍ
ソ
ン
グ
・
懐
メ
ロ
を
弾

Ｏ
ｋ
ａ
ｎ
ｏ
音
楽
教
室

き
た
い
」「
親
子
で
始
め
た

い
」「
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ

で
弾
い
て
み
た
い
」「
お
家

時
間
を
活
用
し
た
い
」
ま

た
は
「
保
育
士
を
目
指
し

て
い
る
」「
音
大
進
学
を
考

え
て
い
る
」
そ
ん
な
方
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
現
在
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇

団
で
活
躍
中
の
生
徒
や
、

国
立
音
楽
大
学
、
昭
和
音

楽
大
学
、
フ
ェ
リ
ス
女
学

院
（
演
奏
学
科
）、
宇
都

宮
短
期
大
学
に
進
学
す
る

生
徒
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際

ピ
ア
ノ
コ
ン

ク
ー
ル
、
全
日

本
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
ク
ー
ル
、

栃
木
県
学
生
音

楽
コ
ン
ク
ー
ル

受
賞
な
ど
、
活

躍
し
て
い
る
生

徒
が
い
ま
す
。

講
師
　
岡
野
裕

加
里
（
作
新
学

院
大
学
非
常
勤

講
師
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
専
属
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
グ
ル
ー
プ
指
導

者
）

（
問
）
宇
都
宮
市
清
原
台
６

丁
目
25―

14
☎
０
９
０
・

２
７
２
６
・
８
６
９
７
／

茂
木
教
室
も
同
時
募
集
！

コンクールでピアノ演奏する生徒雅晴日さん（OSK日本歌劇団）

ン
グ
を
メ
イ
ン
に
や
り
た

い
。Ｂ
ち
ゃ
ん
は
文
法
と
会

話
を
メ
イ
ン
に
や
り
た
い
」

等
、
一
人
一
人
の
要
望
を

尊
重
し
、
苦
手
分
野
を
克

服
出
来
る
よ
う
丁
寧
に
指

導
す
る
。
他
に
、
英
語
日

記
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
越
し
で
の

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
等
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
指
導
も
好
評
。

　
ま
た
、
身
近
に
い
ら
れ

る
存
在
だ
か
ら
こ
そ
、
心

の
サ
ポ
ー
ト
に
も
気
を
配

る
。「
英
語
以
外
の
悩
み

も
遠
慮
な
く
打
ち
明
け
る

こ
と
が
出
来
る
」
と
生
徒

か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　
小
学
校
英
語
必
修
化
へ

の
サ
ポ
ー
ト
の
ニ
ー
ズ
が

急
増
中
。
園
児
か
ら
同
教

室
で
習
っ
て
い
た
生
徒

が
、
入
学
後
、
自
信
を
持

つ
姿
に
、
先
生
も
目
を
細

め
る
。

芳
賀
町
祖
母
井
５
０
８―

３
（
レ
イ
ン
ボ
ー
ア
カ
デ

ミ
ー
音
楽
教
室
内
）水・木
・

金…

16
〜
22
時
、
土…

13

時
半
〜
22
時
☎
０
８
０
・

５
９
０
７
・
８
９
４
５

な
な
い
ろ
英
語
教
室

　
県
内
９
教
室
、
開
講
22

年
の
信
頼
と
実
績
の
あ
る

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
ラ
イ

ズ
が
、
真
岡
市
台
町
の
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
真
岡
に
９
月

７
日
に
新
規
オ
ー
プ
ン
。

　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方

か
ら
資
格
取
得
ま
で
、

個
々
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

た
丁
寧
な
指
導
と
、
１
５

０
以
上
の
講
座
か
ら
組
み

合
わ
せ
る
事
が
出
来
る
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
定
評
が
あ

る
。
身
に
つ
く
課
題
演
習

と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
て
受
講
回
数
を

選
べ
る
月
謝
制
も
魅
力

の
一
つ
。
小
学
生
〜
80

代
ま
で
在
籍
し
、「
仕

事
の
効
率
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
役
立
つ
」
と

幅
広
い
年
齢
層
に
支
持

さ
れ
て
い
る
。
新
規

オ
ー
プ
ン
記
念
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、
真
岡
新
聞
読

者
限
定
説
明
会
も
開
催
。

詳
し
く
は
下
の
広
告
を

チ
ェ
ッ
ク
。

　
ま
た
、
児
童
英
語
35
年

の
実
績
を
持
ち
、
全
コ
ー

ス
教
材
費
無
料
の
『
チ
ア

リ
ー
英
語
教
室
』
と
パ
ズ

ル×

ロ
ボ
ッ
ト×

プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
『
自
考
力

キ
ッ
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
』
も

同
時
開
校
。
両
教
室
、
予

約
制
で
無
料
体
験
＆
説
明

会
実
施
中
。（
問
）
真
岡

市
台
町
２
６
６
８
イ
オ
ン

タ
ウ
ン
真
岡
店
１
階
☎
０

２
８
５
・
81
・
７
５
５
３

／
水
・
日
・
祝
日
休
講

　
益
子
町
塙
の
髙
島
音
楽

研
究
所（
主
宰・髙
島
聡
美
）

は
、
２
０
０
８
年
音
楽
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
と
の

思
い
で
開
講
し
た
。

　
レ
ッ
ス
ン
回
数
や
時
間

は
一
人
ひ
と
り
の
希
望
に

応
じ
て
対
応
。
講
師
は
髙

島
を
は
じ
め
、
各
コ
ー
ス

国
内
外
か
ら
専
門
家
を
迎

え
て
い
る
。

【
ピ
ア
ノ
】
ピ
ア
ノ
科
は
、

ベ
テ
ラ
ン
の
ピ
ア
ノ
講
師

た
ち
に
よ
る
温
か
い
レ
ッ

ス
ン
で
幼
稚
園
、
保
育
園
、

学
校
帰
り
の
子
ど
も
た
ち

を
迎
え
る
。
近
年
は
大
人

の
レ
ッ
ス
ン
も
好
評
。
初

め
て
ピ
ア
ノ
に
ふ
れ
る
方

か
ら
再
開
の
方
へ
ゆ
っ
く

り
丁
寧
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

【
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
】  

ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
科
は
「
子
ど
も
た

ち
に
弦
楽
器
の
文
化
を
」

と
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
に
応
え
、
令
和
元
年
に

新
設
さ
れ
た
。
子
ど
も
達

は
講
師
の
ひ
ざ
の
上
に

座
っ
て
音
を
出
し
た
り
、

生
演
奏
を
聴
い
た
り
と
、

丁
寧
な
関
わ
り
の
中
で
音

楽
を
楽
し
ん
で
い
る
。
中

高
生
や
大

人
の
レ
ッ

ス
ン
、
ピ

ア
ノ
と
併

用
コ
ー
ス

と
し
て
も

人
気
。

【
マ
リ
ン
バ
】
マ
リ
ン
バ
科

は
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
は
じ

め
、
親
子
で
の
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
レ
ッ
ス
ン
が
人
気
。

マ
レ
ッ
ト
作
り
や
国
際
交

流
会
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
取
り
入
れ
充
実
し

た
レ
ッ
ス
ン
を
提
供
し
て

い
る
。

　
教
室
主
宰
の
髙
島
さ
ん

は
、　「
多
様
性
あ
ふ
れ
る

当
教
室
で
、
音
楽
や
演
奏

の
楽
し
さ
を
た
く
さ
ん
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら

幸
い
で
す
」
と
語
る
。
無

料
体
験
レ
ッ
ス
ン
及
び
教

室
の
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
問
）☎
０
２
８
５
・
81
・

３
９
３
１

髙
島
音
楽
研
究
所

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
ズ

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
真
岡
店
教
室

小
学
１
年
生
が
資
格
対
策

中
学
生
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
レ
ッ
ス
ン
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皆
様
の
お
か
げ
で
創
業
35
周
年

●
上
三
川
＝
上
三
川
町
体

育
セ
ン
タ
ー
武
道
場

●
清
原
台
＝
宇
都
宮
市
清

原
台
１―

５―

16
（
高
久

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
内
）

（
問
）
真
岡
、
上
三
川
、

清
原
台
☎
０
９
０
・
９
８

４
６
・
０
４
１
５
（
コ
グ

チ
）
益
子
☎
０
９
０
・
３

３
４
９
・
８
８
１
８
（
ヨ

シ
カ
ワ
）

http://kyokushin-moka.c
om/

　つ
よ
く
、
や
さ
し
く
キ
ミ
も
な
っ
て
み

な
い
か
!?
テ
レ
ビ
や
、
は
や
り
に
ま
ど
わ

さ
れ
な
い
、
目
上
の
人
を
う
や
ま
う
こ
と

は
日
本
人
と
し
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　学
校
で
は
教
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
大
切
な
こ
と
も
学
べ
ま
す
。護身

基礎体力
精神鍛錬
礼儀作法
大和魂

真
を
極
め
る
た
め
の
道

●
真
岡
＝
真
岡
市
荒

町
２―
14―

22

●
益
子
＝
益
子
町
総

合
体
育
館
武
道
場

極
真
会
館
　
坂
本
派

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

に
支
え
ら
れ
、
今
年
35
周

年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　
お
子
様
の
ス
イ
ミ

ン
グ
だ
け
で
な
く
、

ご
両
親
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
健
康
に
、
家
族
で

通
え
る
事
が
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ザ
の
魅
力
で
す
。

施
設
の
見
学
、ス
ク
ー

ル
体
験
も
随
時
受
付
致
し

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
先
も
「
こ
こ

ろ
」
の
健
康
を
追
求
し
、

地
域
の
皆
様
が
居
心
地
の

良
い
施
設
と
な
り
ま
す
こ

と
を
目
標
に
、
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

【
感
染
症
対
策
万
全
】

○
施
設
来
館
時
に
検
温
。

37
・
５
度
以
上
の
方
の
ご

利
用
を
お
控
え
頂
い
て
い

ま
す
。

○
除
菌
液
を
設
置
し
て
、

お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
手

指
除
菌
を
実
施
。

○
マ
ス
ク
着
用
の
ご
協
力

な
ど
、（
一
社
）
日
本
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
協
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き

対
策
し
て
い
ま
す
。

（
問
）
真
岡
＝
真
岡
市
荒

町
３―

48―

８
☎
０
２
８

５
・
83
・
２
３
０
０
／
茂

木
＝
茂
木
町
茂
木
１
７
８

☎
０
２
８
５
・
63
・
５
４

１
１
／
さ
く
ら
＝
さ
く
ら

市
桜
野
１
６
３
３―

２
☎

０
２
８
・
６
８
２
・
０
５

７
７
／
高
根
沢
＝
高
根
沢

町
平
田
１
８
９
５
☎
０
２

８
・
６
１
２
・
３
０
１
４

　
真
岡
市
内
で
活
動
し
て

い
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
「
Ｍ
О
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ

Ｋ（
モ
オ
カ
ブ
レ
イ
ク
）」

が
新
入
部
員
を
募
集
し
て

い
る
。

　
対
象
は
小
学
校
２
〜
６

年
生
。
活
動
場
所
・
日
時

は
、
火
曜…

物
部
小
学
校

19
〜
21
時
、
木
曜…

山
前

改
善
セ
ン
タ
ー
19
〜
21

時
、
日
曜…

物
部
地
域
体

育
館
９
〜
12
時
。

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
は
12
人

に
よ
る
団
体
競
技
。
ボ
ー

ル
を
投
げ
る
・
よ
け
る
・

取
る
と
い
う
単
純
な
競
技

だ
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

勝
敗
を
左
右
す
る
為
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

が
培
わ
れ
る
。
投
力
・
瞬

発
力
・
忍
耐
力
の
他
に
、

礼
儀
や
あ
い
さ
つ
の
大
切

さ
も
日
頃
か
ら
意
識
さ
せ

て
い
る
。

　
同
チ
ー
ム
は
、
平
成
30

年
11
月
に
地
元
の
有
志
に

よ
り
設
立
。
今
年
度
は
コ

ロ
ナ
に
よ
り
一
時
休
部
し

て
い
た
が
、
６
月
か
ら
活

動
を
再
開
し
た
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
佐
藤
空

雅
君
は
、「
メ
ン
バ
ー
を

集
め
て
、
全
国
大
会
に
行

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
る
。

連
絡
先
・
横
田
☎
０
８
０
・

３
１
２
０
・
０
８
７
１

　
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ス
ポ
ー

ツ
プ
ラ
ザ
は
地
域
の
皆
様

Ｍ
О
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｋ

宗
像
書
道
教
室

　
宗
像
書
道
教
室
で
は
、

生
徒
に
合
っ
た
指
導
で
、

楽
し
く
書
道
を
習
う
事
が

出
来
る
。
曜
日
は
応
相
談

で
、
時
間
は
15
〜
18
時
の

時
間
帯
で
１
時
間
程
。

【
書
道
で
学
べ
る
事
】
字

に
興
味
を
持
つ
こ
と
で
国

語
力
が
身
に
つ
く
。
季
節

の
言
葉
や
、
字
の
筆
順
を

覚
え
る
事
が
出
来
、
辞
書

を
引
く
回
数
が
増
え
る
。

【
書
道
の
楽
し
さ
】
文
字

を
書
く
事
に
集
中
す
る
事

で
心
が
落
ち
着
き
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ト
レ
ス
解

消
に
。
ま
た
、
褒
め
ら
れ

る
こ
と
で
達
成
感
や
喜

び
、
自
信
に
繋
が
る
。

【
生
徒
の
成
長
】
課
題

の
文
字
を
完
成
さ
せ
る

為
に
半
紙
10
枚
以
上
書

き
込
め
ら
れ
る
よ
う

に
。
後
輩
の
生
徒
が
出

来
る
と
、
や
る
気
と
集

中
力
が
増
し
、
硬
筆
も

練
習
す
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
急
成
長
す
る
。

（
問
）
真
岡
市
長
田
５―

14―

39
☎
０
２
８
５
・

83
・
８
６
１
６

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｗ
ｉ
Ｎ

　
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｗ

ｉ
Ｎ（
真
岡
市
さ
く
ら
）
は

開
塾
15
周
年
を
迎
え
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

検
温
・
消
毒
の
徹
底
や
入

室
制
限
な
ど
栃
木
県
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
対
策

の
「
見
え
る
化
」

の
取
組
を
展
開
し

て
い
る
。
教
室
内

は
コ
ロ
ナ
禍
以
前

と
か
わ
り
な
く
、

塾
生
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
標
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
こ
の
半
年
間
に
タ
イ
ピ

ン
グ
技
能
検
定
イ
ー
タ
イ

ピ
ン
グ
・
マ
ス
タ
ー
事
務
局

主
催
の
試
験
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
、
合
格
者
を
次
々
に

輩
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
随

筆
集
を
出
版
す
る
生
徒
の

た
め
に
表
示
デ
ザ
イ
ン
を

提
供
で
き
る
受
講
生
も
い

る
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
が
特
徴
だ
。

（
問
）
真
岡
市
さ
く
ら
３―

５―

６
☎
０
９
０
・
９
２

４
５
・
１
０
１
６

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
取
り
な
が
ら

教
室
を
開
く
ウ
イ
ン
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に
ち

　に
ち

　
　こ

　れ

　
　
　
　こ

　う

　
　
　
　
　じ

　つ

県神社庁から感謝状

馬門稲荷神社に手水舎寄進
茂木町馬門　 滝田 一夫さん（72）

　
茂
木
駅
で
ふ
る
さ
と
の

民
話
を
楽
し
む
会
（
久
保

庭
美
代
子
会
長
・
18
人
）

に
よ
る
語
り
は
、
今
年
度

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
よ
り
、

開
催
を
控
え
て
い
る
。
会

で
は
少
し
で
も
癒
し
を
届

け
た
い
と
、
駅
舎
で
無
観

客
に
よ
る
収
録
を
12
月
ま

で
毎
月
行
い
、
も
て
ぎ
テ

レ
ビ
で
放
送
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
９
月
20
日
、駅
舎
き
き
ょ

う
館
で
第
一
回
収
録
が
行

わ
れ
、
事
務
局
の
永
山
富

夫
さ
ん
が
司
会
を
務
め
た
。

連
合
女
性
会
が
５
園
に
雑
巾
寄
贈

地
域
貢
献
活
動
で
初
の
取
組
み

茂木町

寒
い
の
で
10
月
ま
で
の
張
替
が
お
ス
ス
メ
で
す
！

襖
・
障
子
・
網
戸
張
替
え
の
専
門
店
「
金
沢
屋
真
岡
店
」

あ
っ
と
い
う
間
に
冬
の
到

来
。
年
末
は

寒
く
、
慌
た

だ
し
く
な
り

ま
す
の
で
、

「
冬
に
な
る

前
に
頼
め
ば

よ
か
っ
た
」

な
ん
て
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
早
め

の
ご
予
約
を
お
す
す
め
し

ま
す
。「
真
岡
新
聞
見
た
」

で
全
商
品
５
％
引
き
。

　
連
絡
後
取
り
に
伺
い
ま

す
。
母
・
正
江
と
母
子
二

人
で
の
訪
問
、
女
性
目
線

の
対
応
が
好
評
。

（
問
）
真
岡
市
高
勢
町
３―

１
４
１
☎
０
２
８
５
・
77
・

４
２
０
６

　
秋
が
来
た
と
思
っ
た
ら
、

　
毎
年
９
月
24
か
ら
30
日

ま
で
の
一
週
間
は
、
国
が

定
め
る
「
結
核
予
防
週

間
」。
今
年
の
標
語
を
『
元

気
で
す
か
？
は
い
（
肺
）』

〜
結
核
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
〜
と
し
て
い
る
。

　
県
東
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
は
、
結
核
に
対
す

る
理
解
や
予
防
意
識
の
向

上
を
図
る
た
め
普
及
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
結
核
は
、
国
内
で
年
間

約
１
万
５
０
０
０
人
の
患

者
が
新
た
に
発
生
し
、
２

０
０
０
人
以
上
が
亡
く

な
っ
て
お
り
、
芳
賀
地
区

で
は
、
令
和
元
年
に
10
人

が
新
た
に
発
病
し
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日

頃
か
ら
健
康
管
理
に
努

め
、①
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
、
早
期
発
見
に

努
め
る
。②
咳
や
痰
、
発

熱
（
微
熱
）、
倦
怠
感
（
体

の
だ
る
さ
）
が
２
週
間
以

上
続
く
場
合
は
、
早
め
に

医
療
機
関
を
受
診
す
る
。

③
乳
幼
児
期
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
を
忘
れ
ず
に
受
け
る
。

こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

（
問
）
栃
木
県
県
東
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
健
康
対
策

課
感
染
症
予
防
☎
０
２
８

５
・
82
・
３
３
２
３ た

ん

９
／
24
〜
30
結
核
予
防
週
間

結
核
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

地
域
の
絆

　
滝
田
さ
ん
は
約
40
年

前
、
自
分
の
山
に
ヒ
ノ
キ

を
植
え
た
。
３
年
前
、
天

皇
の
生
前
退
位
が
発
表
さ

れ
た
時
、
元
号
が
変
わ
っ

た
ら
、
そ
の
木
を
使
い
、

地
域
の
馬
門
稲
荷
神
社

（
昭
和
56
年
茂
木
町
指
定

有
形
文
化
財
・
建
造
物
）

に
あ
る
手
水
舎
を
建
て
直

し
た
い
と
思
っ
た
。

　
馬
門
稲
荷
神
社
は
、
茂

木
の
市
街
地
を
抜
け
水
戸

に
向
か
う
ツ
イ
ン
リ
ン
ク

も
て
ぎ
の
数
㎞
手
前
の
国

道
１
２
３
号
沿
い
に
あ

る
。

　
大
同
２
（
８
０
７
）
年

に
創
建
さ
れ
、
今
に
残
る

建
物
は
２
４
６
年
前
の
安

永
３
（
１
７
７
４
）
年
に

建
て
直
さ
れ
た
。
地
域
の

人
た
ち
は
「
神
社
周
辺
に

は
大
正
時
代
ま
で
旅
館
が

あ
り
、
店
が
並
び
、
五
穀

豊
穣
、
商
売
繁
盛
を
祈
願

す
る
近
郷
の
人
で
に
ぎ

わ
っ
た
そ
う
だ
」
と
い
う
。

今
で
は
一
の
鳥
居
と
二
の

鳥
居
の
間
を
国
道
が
走

る
。
毎
年
、
８
月
末
頃
に

は
、
氏
子
の
老
若
男
女
が

参
加
し
て
嵐
除
け
の
「
風

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
地
域

住
民
の
信
仰
を
集
め
て
い

る
。

　
手
水
舎
は
、
参
詣
者
が

お
参
り
を
す
る
前
に
手
や

口
を
洗
い
清
め
る
施
設
。

同
神
社
の
手
水
鉢
は
、
１

７
９
年
前
に
奉
納
さ
れ
た

巨
大
な
自
然
石
で
天
保
十

一
年
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

近
年
は
、
ベ
ニ
ア
造
り
の

手
水
舎
が
老
朽
化
し
て
い

た
。
今
回
、
ヒ
ノ
キ
を
使

用
し
、
四
方
が
吹
き
抜
け

に
な
っ
た
４
本
の
丸
太
の

隅
柱
、
銅
板
の
屋
根
で
建

て
た
。

　
滝
田
さ
ん
は
、
学
校
を

終
え
て
か
ら
川
崎
市
で
大

工
を
し
て
い
た
が
、
父
親

が
亡
く
な
っ
た
の
を
機
に

30
年
前
、
故
郷
の
茂
木
に

戻
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
大

工
を
続
け
て
い
た
が
、
住

宅
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
進
出

す
る
時
代
に
大
工
仕
事
が

生
業
と
し
て
厳
し
く
な
っ

た
た
め
勤
め
に
出
て
い

た
。

　
手
水
舎
を
手
掛
け
る
の

に
大
工
仕
事
の
ブ
ラ
ン
ク

が
あ
っ
た
が
、
地
域
に
親

し
ま
れ
て
い
る
神
社
の
た

め
に
「
自
分
の
生
き
た
証

に
な
れ
ば
」
と
、
心
を
込

め
技
術
を
駆
使
し
て
建
て

た
。
屋
根
の
銅
板
は
氏
子

の
善
意
の
浄
財
に
よ
る
も

の
で
、
手
水
舎
上
屋
根
一

式
が
神
社
に
寄
進
さ
れ

た
。
令
和
元
年
11
月
23
日
、

同
神
社
の
秋
の
例
大
祭
で

小
幡
正
之
宮
司
に
よ
り
落

成
式
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
篤
行
に
対
し
て
県

神
社
庁
か
ら
滝
田
さ
ん
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
滝

田
さ
ん
は
、「
多
少
の
不

安
は
あ
っ
た
が
形
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
」
と
、
笑
顔

を
見
せ
、
手
水
舎
を
通
じ

て
深
ま
っ
た
地
域
の
絆
を

再
確
認
し
て
い
た
。

手水舎の前で滝田さん、後方は馬門稲荷神社

　
社
会
人
野
球
の
第
13
回

関
東
地
区
ク
ラ
ブ
選
手
権

栃
木
県
予
選
（
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ

栃
木
県
野
球
連
盟
な
ど
主

催
）は
９
月
５
、６
の
両
日
、

益
子
北
公
園
野
球
場
で
栃

木
県
内
８
チ
ー
ム
が
出
場

し
て
行
わ
れ
、
全
足
利
ク

ラ
ブ
が
大
会
４
連
覇
を

飾
っ
た
。

　
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
同

大
会
で
初
め
て
高
校
生
に

依
頼
し
、
真
岡
工
業
高
校

硬
式
野
球
部
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
百
武
和
花
さ
ん

（
３
年
＝
中
村
中
出
身
）
が

５
日
、小
川
優
菜
さ
ん
（
２

年
＝
田
野
中
出
身
）
が
６

日
に
各
１
試
合
を
担
当
し

た
。

　
２
人
は
各
種
野
球
大
会

で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
い

る
小
林
奈
緒
子
さ
ん
か

ひ
ゃ
く
た
け
　
　
わ
か

ゆ
な

ら
、
発
声
や
間
の
取
り
方

な
ど
の
指
導
を
受
け
て
臨

ん
だ
。

　
百
武
さ
ん
は
、
第
１
０

２
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
栃
木
大
会
開
会
式
で
総

合
司
会
を
、
小
川
さ
ん
は

第
12
回
Ｓ
Ｌ
の
走
る
街

「
コ
ッ
ト
ン
カ
ッ
プ
」
で
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
務
め
る
予
定

だ
っ
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
で
中
止

に
な
り
、
関
係
者
の
配
慮

で
ア
ナ
ウ
ン
ス
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
真
工
高
鶴
渕
博
之
教
諭

は
「
社
会
人
野
球
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
を
聞
く
事
が
で
き
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す

良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思

う
」
と
話
し
た
。

　
茂
木
町
連
合
女
性
会

（
高
根
沢
光
子
会
長
、
会

員
27
人
）
は
、
９
月
９
日
、

会
員
ら
が
製
作
し
た
雑
巾

を
、
町
内
の
認
定
こ
ど
も

園
や
保
育
園
合
わ
せ
て
５

園
に
寄
贈
し
た
。

　
同
連
合
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
で
、
消
毒
や
掃
除
な

ど
を
こ
ま
め
に
す
る
中
雑

巾
も
必
要
だ
ろ
う
と
、
今

年
度
か
ら
地
域
貢
献
活
動

の
一
環
で
取
り
組
ん
だ
。

会
員
ら
は
７
〜
８
月
に
か

け
て
、
各
地
域
ご
と
や
各

自
に
ミ
シ
ン
や
手
縫
い
し

て
、
合
計
１
８
７
枚
を
製

作
。

　
こ
の
日
は
、
副
会
長
の

河
又
チ
ヨ
さ
ん
、
小
林
一

枝
さ
ん
、
事
務
局
の
生
涯

学
習
課
・
酒
井
美
幸
さ
ん

が
、
茂
木
保
育
園
、
認
定

こ
ど
も
園
茂
木
愛
泉
幼
稚

園
、
茂
木
中
央
認
定
こ
ど

も
園
、
須
藤
保
育
園
、
逆

川
保
育
園
を
訪
れ
、
各
園

35
枚
ず
つ
、
合
計
１
７
５

枚
を
贈
っ
た
。

　
各
施
設
で
は
、「
衛
生

面
に
注
意
す
る
中
、
あ
り

が
た
い
」
と
感
謝
し
て
い

た
。

　
栃
木
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
で
13
時
半
〜
15

時
開
催
。
猫
の
正
し
い
飼

い
方
に
つ
い
て
学
べ
る
。

　
対
象
は
、
こ
れ
か
ら
猫

を
飼
う
予
定
の
あ
る
人
、

ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
で
猫

の
譲
渡
を
希
望
す
る
人
。

受
講
希
望
者
は
☎
０
２

８
・
６
８
４
・
５
４
５
８

に
事
前
に
申
し
込
む
。

猫 

の 

譲 

渡

事
前
講
習
会

9/30

茂木中央認定こども園逆川保育園須藤保育園

茂木保育園認定こども園茂木愛泉幼稚園

百武さん

小川さん

百
武
、小
川
さ
ん（
真
工
高
）が
ア
ナ
ウ
ン
ス

関
東
地
区
ク
ラ
ブ
選
手
権
県
予
選

▽
川
田
芳
子
＝
歳
▽
山
口

妙
子
＝
へ
び
嫁
▽
平
山
敦

子
＝
し
ょ
っ
ぱ
い
ぼ
た
も

餅
▽
久
保
庭
美
代
子
＝
三

年
峠
、
を
語
っ
た
。

　
久
保
庭
会
長
は
、「
皆
緊

張
し
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
の

向
こ
う
に
い
る
人
に
届
け

る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
心

を
込
め
て
語
り
ま
し
た
。

多
く
の
方
に
聞
い
て
欲
し

い
」
と
話
し
た
。
放
送
は
10

月
５
日
（
月
）
19
時
〜
。

語りの収録

無
観
客
で
収
録
し
10
月
か
ら
放
送

茂
木
駅
で
ふ
る
さ
と
の
民
話
を
楽
し
む
会
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9
月
16
日
届
出
ま
で

【
真
岡
市
】

カ
ワ
グ
チ
ア
ロ
ン
ソ
ミ
ユ

ア
ン
ト
ネ
ラ(

カ
ワ
グ
チ

リ
ア
ン
ト
ニ
ー
ヘ
ス
ス)

　
　
　
　
　
　

 

高
勢
町
三

竹
森

　憂
（
僚
平
）   

亀
山

上
野

　梓
（
貴
明
）
　

   

中

増
山
碧
一
（
享
文
）

　
　
　
　
　
　

 

下
大
田
和

早
川
心
遥
（
朋
弥
）

   

　
　
　
　
　
　
　

 

亀
山
一

松
本
洸
希
（
利
治
）   

堀
込

岩
井
萌
々
愛
（
龍
一
）

　
　
　
　
　
　

 

さ
く
ら
四

【
市
貝
町
】

渡
邉

　丞
（
通
男
）   

市
塙

【
芳
賀
町
】

七
井
逸
斗
（
麻
里
）   

与
能

長
谷
川
琉
泰
（
瑠
星
）

　
　
　
　
　
　
　

 

八
ツ
木

小
林
紗
菜
（
聖
）   

上
延
生

藤
沼
桃
矢（
智
大
）

   

祖
母
井

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。(

　

)

内
は
親
の

名
前

【
真
岡
市
】

筧
清
一
郎
・
翔
子
（
内
海
）

　
　
　
　
　
　
　

 

長
田
三

木
村
翔
一
・
恵
（
小
崎
）

　
　
　
　
　
　

 

上
大
沼
二

石
塚
正
敏
・
か
お
り
（
遠

藤
）
　
　
　
　

   

大
谷
台
町

【
益
子
町
】

山
下
高
史
・
多
惠
（
入
野
）

　
　
　
　
　
　
　

 

新
町
中

福
田
朋
広
・
弥
生
（
檜
山
）

　
　
　
　
　
　
　

 

山
王
前

【
芳
賀
町
】

鈴
木
雅
巳
・
麻
衣
（
菊
地
）

　
　
　
　
　
　
　

   

西
水
沼

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。(

　

)

内
は
旧
姓

【
真
岡
市
】

小
池
文
子
（
87
）
　

   
根
本

小
室
節
子（
89
）

   

並
木
町
三

田
上
ハ
ナ
（
97
）   

長
田
四

赤
羽
利
夫
（
72
）
　

   

亀
山

杉
山
マ
ツ
（
93
）
　

   

加
倉

中
村
香
枝
子
︵
77
︶

　
　
　
　
　

 

久
下
田
西
二

百
目
鬼
芳
三
郎（
86
）

   

鷲
巣

阿
久
津
好
江（
96
）

   

下
鷺
谷

日
下
田
テ
ル
（
87
）   

小
林

沖
村
ミ
サ
（
87
）
　

   

亀
山

伊
澤
治
雄
（
95
）
　
　

  

中

【
市
貝
町
】

日
渡
義
雄
（
77
）
　

   

赤
羽

入
野
尚
史
（
87
）
　

   

赤
羽

【
茂
木
町
】

生
井
泰
男
（
104
）
　

   

大
畑

小
瀬
キ
ヨ
ノ
（
90
）   

田
谷

【
益
子
町
】

上
田
ミ
ヤ
（
90
）
　

   

前
沢

豊
田
正
三（
70
）

   

東
田
井
下

小
滝

　敏
（
83
）   

新
福
寺

加
藤
き
み
（
91
）
　
　

   

原

山
田
テ
ル
（
92
）

　
　
　
　
　

 

星
ノ
宮
下
1

【
芳
賀
町
】

黒
﨑
ハ
マ（
90
）

   

上
稲
毛
田

直
井
光
子
（
83
）
　

   

与
能

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

の
美
し
さ
を
描
い
た
人
物

画
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
県
庁
を
退
職
後
は
、

身
近
に
あ
る
タ
マ
ネ
ギ
、

リ
ン
ゴ
、
ナ
シ
な
ど
の
野

菜
や
果
物
の
形
、
多
彩
な

色
に
魅
せ
ら
れ
て
静
物
画

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
今
展
で
は
、「
パ
ン
」
を

モ
チ
ー
フ
に
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
、
イ
ギ
リ
ス
パ
ン
な
ど

を
、
ブ
ド
ウ
や
リ
ン
ゴ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
果
物
と
組

み
合
わ
せ
、
日
常
の
中
に

あ
る
多
彩
な
も
の
や
色
が

雨
漏
り
修
理
、
漆
喰
、
瓦

止
め
、
塗
り
替
え
、
雪
止

取
付
、
雨
樋
工
事
。
益
子

町
ア
サ
ヒ
瓦
工
業
　
０
１

２
０
・
１
３
３
・
４
１
１

９
月
16
日
午
前
９
時
頃
、

真
岡
市
上
高
間
木
の
自
宅

窓
か
ら
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ

が
飛
び
出
し
て
し
ま
い
捜

し
て
い
ま
す
。
名
前
は「
ポ

ポ
ち
ゃ
ん
」。
肩
に
乗
り

な
つ
い
て
い
た
の
で
寂
し

い
で
す
。
見
か
け
た
ら
名

前
を
呼
び
、
捕
ま
え
ら
れ

た
ら
連
絡
下
さ
い
。（
問
）

０
２
８
５
・
84
・
４
９
３

１
（
ア
イ
ザ
ワ
）

お悔み

誕  生

結  婚
 

屋
根
修
理

 

セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ

　

  

捜
し
て
ま
す

暮
ら
し
の

ス
ポ
ッ
ト

暮
ら
し
の

ス
ポ
ッ
ト

     

う
い

    

あ
ず
さ

あ
お
い

こ
は
る

こ
う
き

も   

も   

な

    

た
す
く

    い
つ
と

      

る    

た 

   

　 

さ   

な
と
う
や

　
真
岡
市
高
勢
町
の
廣
木

昭
男
さ
ん
は
茂
木
高
校
時

代
か
ら
二
十
歳
代
に
女
性

醸
し
出
す
美
を
描
い
た
作

品
約
50
点
を
展
示
。
10
〜

17
時
（
最
終
日
は
15
時
迄
。

月
曜
休
館
）

（
問
）
ふ
み
の
森
☎
０
２

８
５
・
64
・
１
０
２
３
。

廣
木
昭
男
さ
ん
の
油
彩
画
展

ふ
み
の
森
で
パ
ン
を

テ
ー
マ
に
50
点
展
示

９
／
26
〜
10
／
4

パンとリンゴと葡萄のある静物   F4

【
訂
正
】
９
月
18
日
号
11

面
、
真
岡
市
市
民
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
展
示
ス
ペ
ー

ス
「
こ
ら
ぼ
ひ
ろ
ば
」
の

開
館
時
間
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は
平
日

９
時
〜
21
時
、
土
日
９
時

〜
18
時
、
休
館
日
月
曜
・

祝
日
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。
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（
ワ
ン
ダ
ー
グ
ー
真
岡
店
さ

ん
隣
）☎
０
２
８
５
・
85
・

８
０
７
５
／
営
９
〜
19
時

／
９
月
か
ら
日
曜
も
営
業

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
以
来
、
確
か

な
技
術
と
丁
寧
な
接
客
で

地
元
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や

し
て
い
る
同
店
。
今
回
は
、

新
メ
ニ
ュ
ー
『
ラ
ッ
シ
ュ

リ
フ
ト
』
を
ス
タ
ー
ト
。

　「
ラ
ッ
シ
ュ
リ
フ
ト
」
は
、

地
ま
つ
毛
を
根
元
か
ら
約

80
度
立
ち
上
げ
る
施
術
。

従
来
の
ま
つ
毛
パ
ー
マ
は

根
元
か
ら
毛
先
ま
で
緩
や

か
に
カ
ー
ル
し
ま
す
が
、

ラ
ッ
シ
ュ
リ
フ
ト
は
根
元

か
ら
垂
直
に
立
ち
上
げ
、

地
ま
つ
毛
の
長
さ
を
最
大

　
真
岡
市
中
の
㈲
ナ
チ
ュ

ラ
ル
エ
ネ
ジ
ー
（
礒
一
弘

社
長
）
は
真
岡
市
の
一
般

廃
棄
物
処
理
業
者
許
可
を

得
て
木
く
ず
の
処
分
を
し

て
き
た
が
、
５
月
に
新
た

泊
ま
っ
て
応
援
！
栃
木
を
元
気
に
！

今
な
ら
Ｇ
о
ｔ
о
＆
県
民
一
家
族
の
併
用
で
、
さ
ら
に
格
安
！

　
オ
ー
ナ
ー
は
エ
ス
テ

テ
ィ
シ
ャ
ン
歴
10
年
目
。

横
浜
や
宇
都
宮
で
キ
ャ
リ

ア
を
積
み
「
女
性
の
悩
み

や
頑
張
り
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
今
年

10
月
、
真
岡
市
小
林
に
念

願
の
完
全
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

女
性
専
用
サ
ロ
ン
を
オ
ー

プ
ン
。「
友
達
の
家
に
遊
び

に
来
る
よ
う
な
、
気
軽
に

エ
ス
テ
を
体
感
出
来
る
お

店
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し

て
い
る
。

　
お
ス
ス
メ
メ
ニ
ュ
ー
は

【
シ
ロ
ダ
ー
ラ
】
脳
内
マ
ッ

サ
ー
ジ
と
言
わ
れ
、
究
極

の
癒
し
を
も
た
ら
す
と
い

う
。「
第
３
の
目
」
と
呼
ば

れ
る
額
の
中
心
に
オ
イ
ル

を
ゆ
っ
く
り
と
流
し
続
け

る
事
で
瞑
想
に
近
い
状
態

に
。
ま
た
、
コ
シ
の
あ
る

艶
や
か
な
毛
髪
へ
と
導
く
。

【
ハ
ー
ブ
ピ
ー
リ
ン
グ
】
日

本
人
向
け
の
ハ
ー
ブ
パ
ウ

ダ
ー
使
用
。
痛
み
が
な
く
、

皮
膚
が
剥
離
す
る
こ
と
な

く
、
ア
ト
ピ
ー
・
敏
感
肌

を
改
善
し
た
い
方
に
。

【
ハ
マ
ム
浴
】
木
の
葉
型

ベ
ッ
ド
の
上
で
行
う
ハ
ー

ブ
浴
。
血
行
を
促
進
し
老

廃
物
を
排
出
。
心
身
と
も

に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
、
ス
ト

レ
ス
を
和
ら
げ
る
等
の
効

果
が
あ
る
。

【
ニ
ー
ド
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
Ｖ

Ａ
】
日
本
発
！
今
話
題
の

ニ
ー
ド
ル
ピ
ー
リ
ン
グ
♪

し
わ・シ
ミ・ほ
う
れ
い
線
・

た
る
み
・
ニ
キ
ビ
・
ニ
キ

ビ
跡
・
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
し

た
い
方
に
。

　
コ
ロ
ナ
対
策
も
万
全
で
、

１
日
３
組
限
定
。
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
同
店
で
癒
し
て

み
て
は
。

（
問
）
真
岡
市
小
林
１
５
２

７
／
営
業
９
〜
20
時
（
最

終
受
付
18
時
）
／
日
・
祝

日
定
休
／
ご
相
談
や
ご
予

約
は
左
記
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
。

10
月
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

Ｍａ
ｈａ
ｎ
ａ

痩
身
・
ピ
ー
リ
ン
グ
ハ
ー
ブ
デ
ト
ッ
ク
ス
専
門
店

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
、
甚
大
な

被
害
を
受
け
て
い
る
観
光

業
等
の
需
要
喚
起
を
目
指

す
「
Ｇ
о
ｔ
о
ト
ラ
ベ
ル

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
好
評
。

　
旅
先
が
栃
木
県
内
で
あ

れ
ば
、「
県
民
一
家
族
一
旅

行
」
と
の
併
用
で
、
さ
ら
に

格
安
で
旅
行
が
出
来
る
。

　
意
外
と
行
っ
た
こ
と
が

な
い
地
元
栃
木
の
魅
力
を

再
発
見
す
る
絶
好
の
機

会
。「
こ
ん
な
旅
行
が
し

て
み
た
い
」
相
談
す
る

な
ら
地
元
の
観
光
会
社

で…

。

　「
新
し
い
日
常
の
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
守
り
、
三
密
回

避
の
旅
を
し
ま
せ
ん
か
？
」

と
同
社
宇
賀
神
久
子
さ
ん
。

ア
キ
ヤ
マ
観
光
（
問
）
真
岡

市
荒
町
２―

６―

２
☎
０

２
８
５
・
82
・
３
２
５
１
／

営
業
９
〜
18
時
／
不
定
休

併用できるのは 10/30 まで！

「Gotoトラベル」と
「県民一家族一旅行」

例）大人 2 名子ども 2 名でロイヤル
　　ホテル那須に行った場合
大人　　¥12,400×2＝¥24,800　　
子ども　¥6,200×2＝¥12,400

通常 ¥37,200 のところ
→¥8,200 で行けて、
＋¥6,000（15％分）クーポンが
付いてきます
実質 ¥2,200 で行ける！

Goto △¥13,000（35％off）  　 
県民　△¥16,000（大人 ¥5,000off×2）
　　　　　　　 （子ども ¥3,000off×2）

アキヤマ観光　☎0285-82-3251

限
に
活
か
し
ま
す
。
ま
た
、

リ
フ
ト
剤
に
は
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
成
分
が
配
合
さ
れ
、

地
ま
つ
毛
へ
の
負
担
が
少

な
い
の
も
特
徴
。
マ
ツ
エ
ク

に
抵
抗
が
あ
る
方
や
お
休

み
中
の
方
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な

仕
上
り
を
求
め
る
方
に
お

ス
ス
メ
で
す
。

　
現
在
、
感
染
症
対
策
と

し
て
、
ご
来
店
時
の
手
指

消
毒
、
施
術
中
の
マ
ス
ク

着
用
を
お
願
い
し
て
お
り
、

次
世
代
ま
つ
毛
カ
ー
ル
「
ラ
ッ
シ
ュ
リ
フ
ト
」

を
発
表真

岡
市
大
谷
新
町・Ｖ
Ｔ
Ｇeyelash

真
岡
店

★

㈱カンセキ
真岡店
㈱カンセキ
真岡店

セブンイレブンセブンイレブン

ドコモショップ真岡店ドコモショップ真岡店

WonderGOO
　　   真岡店
WonderGOO
　　   真岡店 VTG eyelash 真岡店

真
岡
鐵
道

N

↑ご予約の方は
こちらからどうぞ

感
染
症
対
策
強
化
中
！

半
個
室
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

空
間
で
の
施
術
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
問
）
真
岡
市
大
谷
新
町
18

―

３
エ
ム
ケ
イ
ビ
ル
１
Ｆ

秋のキャンペーン

①ラッシュリフト

②フラットラッシュつけ放題

③ボリュームラッシュ 60束　

￥6,600 ➡￥4,980

￥9,900 ➡￥7,900

￥9,900 ➡￥5,600

（10月末日まで）

目元美人はマスク美人！

◎
プ
ロ
家
庭
教
師

　渡
邉

　隆

　
プ
ロ
家
庭
教
師
の
渡
邉

先
生
は
小
・
中
・
高
校
生
を

対
象
に
、
定
期
試
験
や
受

験
対
策
を
指
導
し
て
い
る
。

　
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資

格
を
持
つ
渡
邉
先
生
は
、

生
徒
の
心
に
配
慮
し
、
最

も
負
担
無
く
、
ス
ム
ー
ズ

に
理
解
で
き
る
よ
う
、
教

え
導
い
て
く
れ
る
。

　
ま
た
、「
一
人
で
は
勉
強

が
は
か
ど
ら
な
い…

」
と
い

う
悩
み
を
持
つ
お
子
様
に

は
、
補
助
授
業
に
よ
り
、

個
々
に
適
し
た
勉
強
の
や

り
方
や
、
自
宅
学
習
を
習

慣
付
け
る
方
法
を
併
せ
て

指
導
し
て
い
る
。

☆
詳
細
は
Ｈ
Ｐ「
真
岡
市
家

庭
教
師
渡
邉
隆
」
で
検
索
。

メ
ー
ル
で
の
問
合
せ

info@prokyouiku.jp

☎
０
８
０
・
１
０
５
６
・
２

８
３
７

に
樹
木
処
理
施
設
「
Ｎ
エ

ナ
ジ
ー
ウ
ッ
ド
リ
サ
イ
ク

ル
」（
同
市
中
、
礒
隆
志

工
場
長
）
の
稼
働
を
開
始

し
た
。
さ
ら
に
７
月
に「
発

電
利
用
に
共
す
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の

証
明
に
係
る

事
業
者
認

定
」
を
受
け

た
。
一
般
廃

棄
物
処
理
業

者
と
し
て
同

事
業
者
認
定

を
受
け
た
の

は
県
内
初
。

　
同
施
設
で

は
木
く
ず
を

木
質
チ
ッ
プ

に
し
、
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
と
し
て
発
電

事
業
者
に
供
給
す
る
。
木

質
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
す
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は

現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
一
つ
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
発
電
方
法
。

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活

用
す
る
こ
と
で
、
資
源
循

環
型
社
会
の
実
現
を
目
指

す
。

　
一
般
廃
棄
物
の
木
く
ず

は
、
公
園
や
道
路
、
家
庭

の
剪
定
・
伐
採
に
よ
っ
て

生
じ
た
樹
木
の
幹
、
枝
、

葉
、
根
な
ど
で
同
社
に
持

ち
込
む
事
が
で
き
る
。
ま

た
、
山
林
の
間
伐
材
や
伐

採
し
た
木
々
の
現
地
で
の

処
理
に
も
応
じ
て
い
る
。

　
同
社
は
、
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
で
持
ち
こ
ま
れ
た
幹
・

枝
葉
を
台
貫
で
総
重
量
を

測
定
し
、
指
定
さ
れ
た
場

所
に
積
み
荷
を
降
ろ
し
、

積
み
荷
の
内
容
と
重
量
で

金
額
を
割
り
出
す
。
引
き

取
っ
た
幹
・
枝
葉
は
破
砕

機
で
チ
ッ
プ
に
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
燃
料
と
し
て

使
用
さ
れ
る
。

　
同
社
が
取
得
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
証
明
の
認
定

は
全
国
に
支
店
を
設
け

る
こ
と
も
で
き
る
。

　
日
本
造
園
建
設
業
協

会
委
員
を
務
め
る
礒
社

長
は
「
国
立
競
技
場
等

で
剪
定
し
た
木
く
ず
を
利

用
し
て
発
電
所
を
作
り
、

国
内
や
世
界
に
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
を
広
め
た
い
」
と

壮
大
な
夢
を
語
っ
て
い

る
。

木くずの持ち込みを呼びかける礒工場長

破砕機

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
循
環
型
社
会
目
指
す

Ｎ
エ
ナ
ジ
ー
ウ
ッ
ド
リ
サ
イ
ク
ル
稼
働

木
く
ず
を
木
質
チ
ッ
プ
化


